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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(追加情報)

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、調剤薬局を経営する「調剤薬局事業」、居住系介護施設・通所介護事業所・訪問介護事業所の運

営、医療施設等の賃貸業務及び医療・介護に付随する業務を行う「ヘルスケア事業」、医療機関等への医薬品の販売

を行う「医薬品卸事業」、一般不動産の賃貸業務を行う「不動産事業」について、包括的な戦略を立案し、事業活動

を展開しております。

従って、事業形態を基礎とした、「調剤薬局事業」、「ヘルスケア事業」、「医薬品卸事業」、「不動産事業」の

４つを報告セグメントとしております。

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概

ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースで集計しております。

セグメント間の売上高は、第三者間取引価格に基づいております。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位:千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２

調剤薬局
事業

ヘルスケア
事業

医薬品卸
事業

不動産事業

売上高

　外部顧客への売上高 22,027,657 5,106,167 2,232,229 123,614 29,489,669 ― 29,489,669

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 365 675,922 36,000 712,287 △712,287 ―

計 22,027,657 5,106,533 2,908,151 159,614 30,201,957 △712,287 29,489,669

セグメント利益 1,598,689 172,780 84,625 61,273 1,917,369 △717,165 1,200,203

セグメント資産 6,656,831 9,126,927 1,155,533 1,555,574 18,494,865 6,414,007 24,908,873

その他の項目

　減価償却費 (注)３ 148,475 378,713 9,524 28,455 565,168 46,877 612,045

　減損損失 8,193 ― ― ― 8,193 ― 8,193

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額
　(注)３

258,332 46,092 3,788 97,922 406,136 38,753 444,889

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△717,165千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用784,681千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額6,414,007千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産9,377,609千円

が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社及び子会社の余資運用資金

(現預金及び有価証券)、長期投資資産(投資有価証券)及び管理部門に係る資産であります。

(3) その他の項目の調整額は、親会社の管理部門に係るものであります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用及び長期前払消費税等とこれらに

係る償却額が含まれております。
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当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位:千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

連結財務諸
表計上額
(注)２

調剤薬局
事業

ヘルスケア
事業

医薬品卸
事業

不動産事業

売上高

　外部顧客への売上高 22,484,152 5,897,418 2,401,994 131,403 30,914,968 ― 30,914,968

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 365 869,343 35,640 905,349 △905,349 ―

計 22,484,152 5,897,784 3,271,338 167,043 31,820,318 △905,349 30,914,968

セグメント利益 1,773,690 335,422 117,438 73,545 2,300,096 △894,125 1,405,970

セグメント資産 7,020,566 8,746,435 1,206,422 1,618,420 18,591,845 7,131,946 25,723,792

その他の項目

　減価償却費 (注)３ 155,832 385,071 8,311 28,333 577,548 50,267 627,815

減損損失 93,928 20,125 ― ― 114,054 ― 114,054

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額
　(注)３

175,988 510,869 6,967 ― 693,824 48,184 742,009

(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△894,125千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用849,591千円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(2) セグメント資産の調整額7,131,946千円には、各報告セグメントに配分していない全社資産9,373,947千円

が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない親会社及び子会社の余資運用資金

(現預金及び有価証券)、長期投資資産(投資有価証券)及び管理部門に係る資産であります。

(3) その他の項目の調整額は、親会社の管理部門に係るものであります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用及び長期前払消費税等とこれらに

係る償却額が含まれております。
　

(関連情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
　
２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
　
３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。
　

当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
　
２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。
　
３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しており

ます。
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(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
　

当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

　

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

調剤薬局事業 ヘルスケア事業 医薬品卸事業 不動産事業

当期償却額 116,062 25,321 2,141 ― ― 143,525

当期末残高 710,896 368,763 44,579 ― ― 1,124,238

　

当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位：千円)

報告セグメント
全社・消去 合計

調剤薬局事業 ヘルスケア事業 医薬品卸事業 不動産事業

当期償却額 117,858 34,093 2,335 ― ― 154,287

当期末残高 546,758 334,670 42,242 ― ― 923,671

　

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年３月１日
至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
至 平成30年２月28日)

１株当たり純資産額 4,225円00銭 １株当たり純資産額 4,854円02銭

１株当たり当期純利益金額 498円95銭 １株当たり当期純利益金額 646円24銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当連結会計年度
(平成30年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 8,095,461 9,300,708

純資産の部から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る純資産額(千円) 8,095,461 9,300,708

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた期末の普通株式の数(株)

1,916,083 1,916,083

　
３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成28年３月１日
至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
至 平成30年２月28日)

当期純利益(千円) 956,043 1,238,263

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 956,043 1,238,263

普通株式の期中平均株式数(株) 1,916,083 1,916,083

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）役員の異動

① 退任予定取締役

常務取締役 大西 登志和 (現 常務取締役管理本部長 兼総務人事部長)

取締役 安達 佳之 (現 東京支店長 兼薬局事業担当)

取締役 高津 善之 (現 薬局事業本部副本部長 兼薬局人事部担当 兼薬局人事部長)

取締役 木村 誠嗣 (現 第七事業部長)

取締役 澤 宏紀 (現 社外取締役)

　

② 新任取締役候補者

取締役 滝澤 多佳子 (現 社外監査役)

取締役 服部 清 (現 営業開発本部 部長)

　

③ 退任予定監査役

監査役 滝澤 多佳子 (現 社外監査役)

　

④ 新任監査役候補者

監査役 大西 登志和 (現 常務取締役管理本部長 兼総務人事部長)

　

⑤ 異動予定日

平成30年５月24日

（２）その他

　 該当事項はありません。

　

　

　

決算短信（宝印刷） 2018年04月09日 11時37分 19ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）




